
公 民

１ 教育課程研究協議会の経過（平成21年度～24年度）
平成21年度から平成24年度の教育課程研究協議会において、公民科では「現代社会」「倫

理」「政治・経済」の各科目の部会を設け、それぞれ説明及び研究協議を行った。
平成21年度から平成24年度までの手引及び教育課程研究協議会の概要は次のとおりである。

２ 指導と評価を円滑に行うための年間指導計画の作成
(1) ＰＤＣＡサイクルの確立

生徒一人一人に学習指導要領が示す内容を確実に定着
させるために、各学校においては学習指導と学習評価に
係るＰＤＣＡサイクルを確立することが求められている。

(2) 単元の評価の在り方
各学校で年間指導計画を検討する際、それぞれの単元（題材）において、観点別学習

状況の評価に係る最適の時期や方法を観点ごとに整理することが重要である。これによ
り、評価すべき点を見落としていないかを確認するだけでなく、必要以上に評価の機会
を設けて評価資料の収集・分析に多大な時間を要するような事態を防ぎ、効果的・効率
的な学習評価を行うことにつながると考えられる。

さらに、各学校においては、評価が学期末などに偏ることのないよう、評価の時期を
工夫したり、学習の過程における評価を一層重視したりするなど、評価の場面について
も工夫する必要がある。

手 引 の 概 要 説 明 及 び 協 議 の 概 要
１ 改訂の基本方針と教科の目標 ・学習指導要領の改善の視点
２ 公民科における科目構成 ・公民科の目標及び各科目の目標、内容の構成、内
３ 各科目における改訂の内容 容の取扱い
４ 道徳教育との関連や政治等の取扱い等 ・思考力、判断力の育成を図る実践事例の交流等
１ 各科目の内容構成 ・公民科の目標及び各科目の目標、内容の構成、内
２ 言語活動の充実 容の取扱い
３ 情報の活用と作業的、体験的な学習 ・探究する学習や考察し表現する学習を取り入れた
４ 課題を探究する学習 実践に関する意見交換等
１ 教育課程の編成の考え方と配慮すべき事項 ・各科目の内容の構成、内容の取扱い
２ 各科目における指導計画の例 ・教育課程の編成における配慮事項
３ 言語活動の充実を図る学習指導の実践例 ・言語活動を取り入れた実践に関する意見交換等
４ 人権教育 ・領土や人権に関する学習の充実
１ 学習指導の改善・充実 ・学習指導と学習評価の工夫・改善
２ 評価方法の改善・充実 ・思考力・判断力・表現力等の育成や学習意欲の向
３ 各科目における学習評価の具体例 上を図る実践事例の交流等
４ 道徳教育 ・領土や人権、消費者に関する学習の充実

① P L A N :学習指導の目標や内容等について年間指導計画や単元
の指導と評価の計画等を作成する。

② D O :指導計画に基づいて授業を実施する。
③ C H E C K :生徒の学習状況を評価するとともに教師自身が指導

計画等の評価を行う。
④ ACTION :評価を踏まえて授業の充実や指導計画の改善を行う。
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３ 観点別学習状況の評価の総括
(1) 単元（題材）における総括

単元（題材）における観点ごとの総括を行う方法としては、指導の目標及び内容と
対応させて設定した評価規準に照らして、各規準ごとにＡ（十分満足できる）、Ｂ（お
おむね満足できる）、
Ｃ（努力を要する）
の３段階で評価を
行い、Ａ、Ｂ、Ｃ
の個数の割合に基
づく方法や、Ａ、
Ｂ、Ｃを数値に換
算して集計する方
法などが考えられ
る。

ま た 、特 定の 評
価の機会における
結果について重み
付けを行って総括
する方法（表１）
も 考えら れる。

(2) 学年末における
総括

学 年末に おい て
観点ごとに総括を
行う方法としては、
単元（題材）ごと
の観点別評価を総
括する方法（表２）
などが考えられる。

(3) 評定への総括
評定への総括の方

法としては、学年末
に総括した観点ごと
の評価を点数化し、
４つの観点の評価の
平均値をもとに算出する方法（表３）や、
観点別の評価結果のＡ、Ｂ、Ｃの数に応じ
て、評定を決める方法（表４）などが考え
られる。

表２ 学年末における総括の例
内容のまとまり 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解

中項目(1) Ａ Ｂ Ｂ Ｃ大項目(1) 中項目(2) Ａ Ａ Ｂ Ｃ
大項目(1)総括 Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

中項目(1) Ａ Ａ Ｂ Ｂ大項目(2) 中項目(2) Ａ Ａ Ａ Ｂ
大項目(2)総括 Ａ Ａ Ｂ Ｂ

中項目(1) Ａ Ｂ Ｂ Ｃ大項目(3) 中項目(2) Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
大項目(3)総括 Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

点数化 (A×3)÷3 (A＋2×B)÷3 (B×3)÷3 (B＋C×2)÷3=(3点×3)÷3 =(3点＋2点×2)÷3 =(2点×3)÷3 =(2点＋1点×2)÷3=3.0点 =2.33点 =2.0点 =1.33点
学年末評価 Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

※ 点数化の欄では、Ａ＝３点、Ｂ＝２点、Ｃ＝１点とする。
※ 学年末評価の欄では、2.5点＜Ａ、1.5点≦B≦2.5点、Ｃ＜1.5点とする。

表３ 評定への総括の例１
評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解
学年末総括 Ａ Ｂ Ｂ Ｃ
点数 ５ ３ ３ １
評定の算出式 （５点＋３点＋３点＋１点）÷４（観点の数）＝３.０（平均値）

評定 ３

表４ 評定への総括の例２
組合せの例 評定 組合せの例 評定

例１ 例２ 例１ 例２
ＡＡＡＡ ５ ５ ＡＡＣＣ ３ ３
ＡＡＡＢ ４ ５ ＢＢＢＣ ３ ３
ＡＡＢＢ ４ ４ ＡＢＢＣ ２ ３
ＡＡＡＣ ４ ４ ＢＢＣＣ ２ ２
ＡＡＢＣ ３ ４ ＡＣＣＣ ２ ２
ＡＢＢＢ ３ ３ ＢＣＣＣ １ ２
ＡＢＢＣ ３ ３ ＣＣＣＣ １ １
ＢＢＢＢ ３ ３

表１ 単元(題材)における総括の例（観点ごとに特定の評価の機会における結果について重み付けを行った例）
次 重み付けと総括＼観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解
第 評価方法 ワークシート ワークシート 資料の収集 －
１ 重み付けの割合 40％ 20％ 30％ －
次 各観点における評価 Ａ Ａ Ｂ －

各観点での評価の総括 Ａ×４ Ａ×２ Ｂ×３ －
第 評価方法 ノート ワークシート － ノート
２ 重み付けの割合 40％ 20％ － 20％
次 各観点における評価 Ｂ Ａ － Ｂ

各観点での評価の総括 Ｂ×４ Ａ×２ － Ｂ×２
第 評価方法 観察 レポート 資料の収集と作成 ワークシート
３ 重み付けの割合 20％ 30％ 40％ 20％
次 各観点における評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｂ

各観点での評価の総括 Ａ×２ Ｂ×３ Ｃ×４ Ｂ×２
第 評価方法 － ペーパーテスト ペーパーテスト ペーパーテスト
４ 重み付けの割合 － 30％ 30％ 60％
次 各観点における評価 － Ｂ Ａ Ｃ

各観点での評価の総括 － Ｂ×３ Ａ×３ Ｃ×６
単元の評価の総括 Ａが６個、Ｂが４個。 Ａが４個、Ｂが６個。 Ａが３個、Ｂが３個、 Ｂが４個、Ｃが６個。

（各観点とも、重み付けの割 よって「Ａ」。 よって「Ｂ」。 Ｃが４個。 よって「Ｃ」。
合の合計は100％となる。） よって「Ｂ」。

※ 観点ごとに重み付けを取り入れて評価を行っている。例えば、「関心・意欲・態度」の観点では、
第１次と第２次における評価を重視して重み付け（それぞれ40%）を行っていることから、第１次：
第２次：第３次＝４：４：２となり、この比率に応じて単元の評価の総括を行っている。

※ ここでは、単元の各観点の評価の総括においては、Ａが全体の６割以上を占める場合はＡ、Ｃが全
体の６割以上を占める場合はＣ、それ以外の場合をＢとしている。
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【学習課題を明確に示した単元の指導と評価の計画の例】（一部）
単 元 名 現代の経済社会と経済活動の在り方（９時間）
単元の目標 現代の経済社会の変容などに触れながら、市場経済の機能と限界、政府の役割と財政・租税、金融について理

解を深めさせ、経済成長や景気変動と国民福祉の向上の関連について考察させる。また、雇用、労働問題、社会
保障について理解を深めさせるとともに、個人や企業の経済活動における役割と責任について考察させる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解
評 価 規 準 現代の経済社会に 個人や企業は社会を構成する一員 収集した資料の中から個 現代の経済社会の変容、

おける個人や企業、 として経済活動において役割を担い、 人や企業、政府の役割と責 市場経済の機能と限界、政
政府の経済活動の在 法的責任のみならず社会的責任を担 任、経済活動の在り方につ 府の役割と財政・租税、金
り方について考察し っていることについて幸福、正義、 いての学習に役立つ情報を 融、経済成長や景気変動と
ようとしている。 公正などを用いて多面的・多角的に 適切に選択して、効果的に 国民福祉の向上、雇用、労

考察し、個人や企業の経済活動の在 活用している。 働問題、社会保障、公害の
り方について社会の変化や様々な立 防止と環境保全について理
場、考え方を踏まえ公正に判断して、 解し、その知識を身に付け
その過程や結果を様々な方法で適切 ている。
に表現している。

時 程 学習活動 評価の観点 学習活動における評価規準 評価方法関 思 技 知

第８時 ・諸資料を読み、幸福、公正、 ◎ ・現代の経済社会における個人や ・ワークシート
正義などを用いて雇用の在 企業、政府の経済活動の在り方
り方について考察しワーク について関心を高め、考察しよ
シートにまとめる。 うとしている。

計９時間 本単元での評価の機会 ３回 ４回 ３回 ４回

【年間計画に評価計画を位置付けた指導計画の例】（一部）
教科名 公民 科目名 現代社会 履修学年 第１学年 単位数 ２単位
科目の目標 人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて、広い視野に立って、現代の社会と人間についての理解を深め

させ、現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断するとともに自ら人間としての在り方生き
方について考察する力の基礎を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

月 週数 単元（項目） 指導のねらい 時数 評価の観点及び評価の方法

10 4 (2) 現代社会と人 現代の経済社会の変 9 【関心・意欲・態度】
11 1 間としての在り 容などに触れながら、 ・現代の経済社会の諸事象に対する関心を高め、それを意欲的

方生き方 市場経済の機能と限界、 に追究し、経済活動の在り方について考察しようとしている。
エ 現代の経済 政府の役割と財政・租 （ワークシート、活動観察）

社会と経済活 税、金融について理解 【思考・判断・表現】
動の在り方 を深めさせ、経済成長 ・現代の経済社会の諸事象から課題を見いだし、幸福、正義、

や景気変動と国民福祉 公正などを用いて多面的・多角的に考察し、公正に判断して、
の向上の関連について その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。（ワー
考察させる。また、雇 クシート、ノート、発表、ペーパーテスト）
用、労働問題、社会保 【資料活用の技能】
障について理解を深め ・現代の経済社会に関する諸資料を様々なメディアを通して収
させるとともに、個人 集し、学習に役立つ情報を適切に選択して、効果的に活用し
や企業の経済活動にお ている。（ワークシート、ノート、ペーパーテスト）
ける役割と責任につい 【知識・理解】
て考察させる。 ・現代の経済社会の変容、市場経済の機能と限界、政府の役割

と財政・租税、金融、経済成長や景気変動と国民福祉の向上、
雇用、労働問題、社会保障、公害の防止の環境保全について
理解し、その知識を身に付けている。（ワークシート、ノー
ト、ペーパーテスト）

計 35 70

※年間計画に評価計画
を位置付けた。

〈単元の中心となる問い〉現代の経済社会の基本的な仕組みはどのようになっているのだろうか。

４ 年間指導計画と単元の指導と評価の例
(1) 「現代社会」年間指導計画等の例

【本時のねらい】
近年の雇用や労働問題の動向を、経済社会の変化等の観点から理解を深めさせ、終身雇用制度や年功序

列制度などの制度の変化等と関連させながら雇用の在り方について関心を高めさせる。
〈本時の中心となる問い〉現在、どのような労働問題があるのだろうか。

※単元の学習課題
を明確にして生
徒に学習の見通
しを持たせたり
学習への関心や
意欲を高めたり
する。

※年間指導計画に基づき単元の
指導と評価の計画を作成。

※評価の実際について
はH24手引参照

※本時の学習課題
を明確にして生徒
に学習の見通しを
持たせたり学習へ
の関心や意欲を高
めたりする。

◆ 単元における評価の観点ごとの総括について
例えば、本単元における「関心・意欲・態度」の観点については、評価の場面を第１時、第５時、第８時に設定した。その際、学習の深ま

りにつれて関心・意欲が高まっていく点に留意し、第８時の評価に重み付けをして（第１時、第５時はそれぞれ25％、第８時は50％）、総括
を行うこととした（評価の総括については、本手引24ページ参照）。
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【学習課題を明確に示した単元の指導と評価の計画の例】（一部）
単 元 名 国際社会に生きる日本人としての自覚（10時間）
単元の目標 日本人にみられる人間観、自然観、宗教観などの特質について、我が国の風土や伝統、外来思想の受容に触れ

ながら、自己との関わりにおいて理解させ、国際社会に生きる主体性のある日本人としての在り方生き方につい
て自覚を深めさせる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解
評 価 規 準 古来の日本人の考え 我が国の風土や伝統、外来 古事記、日本書紀、万 仏教や儒教、西洋の思想や

方や代表的な日本の先 思想の受容に触れながら、自 葉集などにみられる我が 文化などにみられる外来思想
哲の思想を手掛かりと 己との関わりにおいて日本人 国の風土や伝統、及び仏 の受容について、自己との関
して国際社会に生きる にみられるものの見方や考え 教や儒教、西洋の思想や わりにおいて日本人に見られ
主体性ある日本人とし 方の特質につながる課題を見 文化などの外来思想の受 るものの見方・考え方とつな
ての在り方生き方につ いだしている。 容に関する諸資料を様々 げて理解し、人格の形成に生
いて考えようとしてい なメディアを通して収集 かす知識として身に付けてい
る。 している。 る。

時 程 学習活動 評価の観点 学習活動における評価規準 評価方法関 思 技 知

第４時 ・林羅山と中江藤樹の思想に ◎ ・林羅山と中江藤樹の思想につい
ついて教師の説明を聞き、 て幕藩体制の展開という時代背
ワークシートの質問につい 景と関連付けながら理解してい
て記入する。 る。

・諸資料を読み、日本人の見 ◎ ・諸資料を読み、日本人の見方や
方や考え方の特質を、自己 考え方の特質を、自己との関わ
との関わりにおいて考察し りにおいて考察し、適切に表現 ・ワークシート
ワークシートに記入する。 している。

計10時間 本単元での評価の機会 ３回 ３回 ３回 ４回

〈単元の中心となる問い〉日本人の人間観、自然観、宗教観の特質は何か。

(2) 「倫理」の年間指導計画等の例

【本時のねらい】
林羅山と中江藤樹の思想を時代背景と関連付けながら理解させ、それらにみられる日本人のものの見方や

考え方の特質につながる課題を、自己との関わりにおいて見いださせる。

〈本時の中心となる問い〉林羅山と中江藤樹の思想が、自分の考え方につながっているものはないか。

【年間計画に評価計画を位置付けた指導計画の例】（一部）
教科名 公民 科目名 倫理 履修学年 第３学年 単位数 ２単位
科目の目標 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成と人間としての在り方生き方

について理解と思索を深めさせるとともに、人格の形成に努める実践的意欲を高め、他者と共に生きる主体と
しての自己の確立を促し、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

月 週数 単元（項目） 指導のねらい 時数 評価の観点及び評価の方法

10 4 (2) 人間としての 日本人にみられる人 10 【関心・意欲・態度】
在り方生き方 間観、自然観、宗教観 ・日本人にみられる人間観、自然観、宗教観などの特質につい
イ 国際社会に などの特質について、 て意欲的に探究し、日本人としての在り方生き方について考

生きる日本人 我が国の風土や伝統、 えようとしている。（ワークシート、活動観察）
としての自覚 外来思想の受容に触れ 【思考・判断・表現】

ながら、自己とのかか ・日本人にみられる人間観、自然観、宗教観などの特質につい
わりにおいて理解させ、 て自己との関わりを踏まえて多面的・多角的に考察してい
国際社会に生きる主体 る。（ワークシート、ノート、発表、ペーパーテスト）
性のある日本人として 【資料活用の技能】
の在り方生き方につい ・日本人としての在り方生き方について探究する学習に役立つ
て自覚を深めさせる。 情報を適切に選択して活用している。

（ワークシート、ノート、ペーパーテスト）
【知識・理解】
・日本人にみられる人間観、自然観、宗教観などの特質を他者

と共に生きる主体としての自己形成の課題とつなげて理解
し、人格形成に生かす知識として身に付けている。
（ワークシート、ノート、ペーパーテスト）

計 35 70

※年間計画に評価計画
を位置付けた。

※年間指導計画に基づき単元の
指導と評価の計画を作成

※単元の学習課題を明確にして生徒に
学習の見通しを持たせたり学習への
関心や意欲を高めたりする。

※評価の実際について
はH24手引参照

※本時の学習課題を明確
にして生徒に学習の見
通しを持たせたり学習
への関心や意欲を高め
たりする。

◆ 単元における評価の観点ごとの総括について
例えば、本単元における「思考・判断・表現」の観点については、評価の機会を第３時、第４時、第９時に設定した。その際、思考の深ま

りを評価するため、第９時における評価に重み付けをして（第３時は25％、第４時は25％、第９時は50％）、総括を行うこととした（評価の総
括については、本手引24ページ参照）。
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【学習課題を明確に示した単元の指導と評価の計画の例】（一部）
単 元 名 現代経済の仕組みと特質（14時間）
単元の目標 経済活動の意義、国民経済における家計、企業、政府の役割、市場経済の機能と限界、物価の動き、経済成長

と景気変動、財政の仕組みと働き及び租税の意義と役割、金融の仕組みと働きについて理解させ、現代経済の特
質について把握させ、経済活動の在り方と福祉の向上との関連を考察させる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解
評 価 規 準 経済の発展を促進す 経済の発展を促進するため 現代の経済に関する諸 公害防止と環境保全に関す

るための効率性の追求 の効率性の追求と国民福祉の 資料を様々なメディアを る問題、消費者に関する問題
と国民福祉の向上で求 向上で求められる公正さなど 通して収集し、学習に役 を情報の非対称性の観点から
められる公正さなど経 経済活動の在り方と福祉の向 立つ情報を適切に選択し 理解し、その知識を身に付け
済活動の在り方と福祉 上との関連について、経済生活 て、効果的に活用してい ている。
の向上との関連につい の変化など社会の変化や様々な る。
て客観的に考察しよう 考え方を踏まえ公正に判断し
としている。 て、その過程や結果を様々な

方法で適切に表現している。
時 程 学習活動 評価の観点 学習活動における評価規準 評価方法関 思 技 知

第11時 ・事例について自己と関連さ ◎ ・具体的な消費者問題の課題につ ・ワークシート
せながら考察し、結果をワ いて調べ、考察した結果を、自
ークシートにまとめる。 己と関連させながら適切に表現

している。

計14時間 本単元での評価の機会 ４回 ６回 ５回 ６回

【本時のねらい】
消費者に関する問題を、家計、企業、政府間の情報格差という情報の非対称性の観点から理解させるとと

もに、関連する諸資料を収集・選択し、具体的な消費者問題について考察させ、考察した結果を表現させる。
※本時の学習課題を明確にして生徒に学
習の見通しを持たせたり学習への関心
や意欲を高めたりする。

※単元の学習課
題を明確にし
て生徒に学習
の見通しを持
たせたり学習
への関心や意
欲を高めたり
する。

(3) 「政治・経済」の年間指導計画等の例

〈本時の中心となる問い〉消費者問題の課題とは何だろうか。

【年間計画に評価計画を位置付けた指導計画の例】（一部）
教科名 公民 科目名 政治・経済 履修学年 第２学年 単位数 ２単位
科目の目標 広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深めさせ、現代における政治、経済、国際関係などにつ

いて客観的に理解させるとともに、それらに関する諸課題について主体的に考察させ、公正な判断力を養い、
良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

月 週数 単元（項目） 指導のねらい 時数 評価の観点及び評価の方法

9 4 (2) 現代の経済 経済活動の意義、国 14 【関心・意欲・態度】
ア 現代経済の 民経済における家計、 ・現代経済が混合経済で運営されていることや国民経済が一国

仕組みと特質 企業、政府の役割、市 だけで完結しえなくなっていることなどの現代経済の特質を
場経済の機能と限界、 意欲的に追究しようとしている。
物価の動き、経済成長 （ワークシート、活動観察）
と景気変動、財政の仕 【思考・判断・表現】
組みと働き及び租税の ・現代経済の特質について多面的・多角的に考察し、その過程
意義と役割、金融の仕 や結果を様々な方法で適切に表現している。
組みと働きについて理 （ワークシート、ノート、発表、ペーパーテスト）
解させ、現代経済の特 【資料活用の技能】
質について把握させ、 ・収集した資料の中から経済活動の在り方と福祉の向上との関
経済活動の在り方と福 連などについての学習に役立つ情報を適切に選択して、効果
祉の向上との関連を考 的に活用している。
察させる。 （ワークシート、ノート、ペーパーテスト）

【知識・理解】
・現代経済に関わる経済の基本的な概念や理論を理解し、その

知識を身に付けている。
（ワークシート、ノート、ペーパーテスト）

計 35 70

※ 年間計画に評価計画
を位置付けた。

※年間指導計画に基づき単元の
指導と評価の計画を作成

〈単元の中心となる問い〉現代経済の仕組みはどうなっているのだろうか。また、その特質は何だろうか。

◆ 単元における評価の観点ごとの総括について
例えば、本単元における「思考・判断・表現」の観点については、評価の機会を第１時、第３時、第６時、第９時、第11時、第14時に設定し

た。その際、単元の中心となる第11時の評価に重み付けをして（第１時、第３時、第６時、第９時、第14時はそれぞれ15％、第11時は25％）、
総括を行うこととした（評価の総括については、本手引24ページ参照）。

※評価の実際について
はH24手引参照
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「消費者教育」について
消費者教育についてはこれまでも学校などで取り組まれてきたが、平成24年12月、消費

者教育を総合的・一体的に推進することを目指して消費者教育の推進に関する法律（消費
者教育推進法）が施行され、学校や地方公共団体、消費者団体などが連携・協働しながら、
効率的・効果的に消費者教育を推進することが一層求められている。
消費者庁の「消費者教育推進のための体系的プログラム研究会」で検討された「消費者

教育体系イメージマップ」と、高等学校学習指導要領の教科・科目における消費者教育に
関する内容は、次のような関連があると捉えられ、各学校においては、こうしたことを踏まえて取り組むことが大切である。

◆ 消費者教育の定義
（消費者教育推進法 第２条第１項）
消費者の自立を支援するために行われる消

費生活に関する教育（消費者が主体的に消費
者市民社会の形成に参画することの重要性に
ついて理解及び関心を深めるための教育を含
む。）及びこれに準ずる啓発活動をいう。

■消費者教育の体系イメージマップ（消費者庁「消費 □高等学校学習指導要領の教科・科目に
者教育推進のための体系的プログラム研究会」作成から抜粋） おける消費者教育に関する内容

※消費者教育の重点領域を、幼児期から高齢期までの各時期で整理したもの

重点領域 高校生期のねらい

消
費
者
市
民
社
会
の
構
築

商
品

等
の

安
全

生
活

の
管

理
と

契
約

情
報
と

メ
デ
ィ

ア

消費者がもつ影
響力の理解
持続可能な消費
の実践

消費者の参画・
協働

商品安全の理解
と危険を回避す
る能力

トラブル対応能力

選択し、契約す
ることへの理解
と考える態度

生活を設計・管
理する能力

情報の収集・処
理・発信能力

情報社会のルールや
情報モラルの理解
消費生活情報に
対する批判的思
考力

関 連

生産・流通・消費・廃棄が環境、経済
や社会に与える影響を考えよう

身近な消費者問題及び社会課題の解決
や、公正な社会の形成に協働して取り
組むことの重要性を理解しよう

持続可能な社会を目指して、ライフス
タイルを考えよう

安全で危険の少ないくらしと消費社会
を目指すことの大切さを理解しよう

トラブル解決の法律や制度、相談機関
の利用法を知ろう

主体的に生活設計を立ててみよう
生涯を見通した生活経済の管理や計画
を考えよう

適切な意思決定に基づいて行動しよう
契約とそのルールの活用について理解
しよう

消費生活情報を評価、選択の方法につ
いて学び、社会との関連を理解しよ
う

情報と情報技術の適切な利用法や、国
内だけでなく国際社会との関係を考え
よう
望ましい情報社会のあり方や、情報モラ
ル、セキュリティについて考えよう

【現代社会】
(2) 現代社会と人間としての在り方生き方
エ 現代の経済社会と経済活動の在り方

「消費者に関する問題」
・契約に関する基本的な考え方
・契約により生ずる様々な責任
・消費者としての権利や責任

公民

【政治・経済】
(2) 現代の経済

ア 現代経済の仕組みと特質
「消費者に関する問題」

・消費者保護の重要性
・消費者の自立支援

公民

【家庭基礎】
(2) 生活の自立及び消費と環境

エ 消費生活と生涯を見通した経済の計画
オ ライフスタイルと環境

家庭

【家庭総合】
(3) 生活における経済の計画と消費

ア 生活における経済の計画
イ 消費行動と意思決定
ウ 消費者の権利と責任

家庭

【生活デザイン】
(2) 消費や環境に配慮したライフスタイルの確立

ア 消費生活と生涯を見通した経済の計画
イ ライフスタイルと環境

家庭

【社会と情報】
(3) 情報社会の課題と情報モラル

ア 情報化が社会に及ぼす影響と課題
イ 情報セキュリティの確保

情報

【情報の科学】
(4) 情報技術の進展と情報モラル
ア 社会の情報化と人間
イ 情報社会の安全と情報技術
ウ 情報社会の発展と情報技術

情報

高校生期の特徴：生涯を見通した生活の管理や計画の重要
性、社会的責任を理解し、主体的な判断が望まれる時期

Topic

▲ 他教科と連携した消費者教育の取組例
「政治・経済」
○ 行政や企業の責任、消費者の権利につい

ての理解を深め、消費者問題に適切に対応
するための教材の作成

○ 外部講師の活用やワーク
シートの工夫

○ アンケートの実施

「家庭基礎」、「家庭総合」、「フードデザイン」
○ 食生活の分野において、消費者教育の視点

を踏まえた教材の作成
○ 調理実習と関連させた興味・関心の喚起

教科横断的な
カリキュラム
の開発

公民科・家庭科教諭のティームティー
チングによる、食に関する消費者問題を

テーマとしたグループ討議の実施

生徒の感想（ワークシートの記述から）
・地元産の小麦が、生産の段階から私たちの食事の段階にまでつながっていることを聞き、素敵なことだと思いま
した。たくさんの種類の小麦が、私たちの体のもとになっているということに改めて気付かされました。

・国内産の小麦は、安心・安全なことがわかりました。食材として購入するときは、価格のことだけではなく、安
全のことや生産者のことなど、よく考えて買おうと思います。

８人程度のグループをつくり、消費者の立場から買い物の際に気を付けることや、生産者
の立場になって製品を作る際に重視することなどを討議し、付箋等を利用して模造紙にまと
め、発表する。その後、各グループの発表を比較するなどして、学習を深める。

●学習の成果
生徒は、今回の学習を通して、生

産と消費を自分のこととして意識し
たり、積極的に情報を収集し、主体
的に判断しようとしたりしている。
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